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海
と
山
に
囲
ま
れ
た
歴
史
あ
る
町
、
小
田
原
。

町
を
盛
り
上
げ
る
活
動
を
す
る
人
た
ち
に

町
の
移
り
変
わ
り
や
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
、

ほ
か
の
町
と
の
交
流
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

暖
か
い
陽
気
に
誘
わ
れ
出
か
け
た
く
な
る
季
節
。

「
時
層
の
旅
」へ
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

写真・文（P4〜９）／杉﨑行恭
1954年生まれ。カメラマン兼ライ
ターとして旅行雑誌を中心に執筆。
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城
下
と
宿
場
の
面
影
今
も

新
旧
の
店
息
づ
く
、
海
風
薫
る
町

　

小
田
原
開
城
か
ら
４
３
６
年
、
江
戸
時

代
は
東
海
道
の
宿
場
と
し
て
栄
え
、
や
が

て
五
つ
の
路
線
（
東
海
道
線
・
東
海
道
新

幹
線
・
小
田
急
線
・
箱
根
登
山
線
・
大
雄

山
線
）
が
集
ま
る
町
に
な
っ
た
小
田
原
。

鉄
道
好
き
か
ら
み
れ
ば
、
電
車
が
じ
ゃ
ん

じ
ゃ
ん
走
る
ス
ゴ
イ
町
な
の
で
す
。
で
も

そ
の
た
め
に
こ
の
城
下
町
は
、
箱
根
や
伊

豆
に
行
く
と
き
に
車
窓
か
ら
お
城
を
見
る

だ
け
の
町
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
近

年
、
小
田
原
の
町
を
歩
く
と
、
昔
な
が
ら

の
商
店
街
に
カ
フ
ェ
や
商
店
が
増
え
て
、

面
白
く
な
っ
て
い
る
。

　
「
か
ま
ぼ
こ
通
り
」
に
か
つ
て
の
に
ぎ

わ
い
を
取
り
戻
そ
う
と
活
動
す
る
「
小
田

原
か
ま
ぼ
こ
通
り
活
性
化
協
議
会
」
の
メ

ン
バ
ー
、小
西
里
奈
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

「
家
は
J
R
御
殿
場
線
の
東
山
北
に
あ
っ

て
、
小
学
生
の
頃
か
ら
小
銭
を
握
り
し
め

て
、
家
族
と
小
田
原
の
志
澤
デ
パ
ー
ト
に

行
っ
て
い
ま
し
た
」
と
話
す
。
高
校
生
の

時
に
は
無
人
駅
だ
っ
た
「
東
山
北
駅
の
時

刻
は
暗
記
し
て
い
た
」
と
い
う
ほ
ど
小
田

町
の
シ
ン
ボ
ル・
小
田
原
城
の
周
辺
を

の
ん
び
り
気
ま
ま
に
散
策
す
れ
ば
、

歴
史
ロ
マ
ン
と
爽
や
か
な
潮
風
に
包
ま
れ
る
。

町
の
人
に
聞
い
た
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
。

1
町
角
そ
ぞ
ろ
歩
き
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原
に
通
い
詰
め
た
小
西
さ
ん
。
や
が
て
小

田
原
で
結
婚
し
、
子
ど
も
の
P
T
A
活
動

か
ら
始
ま
り
、
地
域
の
活
動
に
も
参
加
し

て
き
た
と
い
う
。
小
田
原
か
ま
ぼ
こ
通
り

活
性
化
協
議
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を

立
て
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

御
幸
の
浜
に
近
い
ジ
ェ
ラ
ー
ト
店
「
龍

宮
堂
」の
店
主
で
も
あ
る
小
西
さ
ん
。「
こ

の
店
は
、
元
は
干
物
屋
さ
ん
で
し
た
。
行

政
の
空
き
店
舗
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
使
っ
て

開
店
す
る
こ
と
が
で
き
た
ん
で
す
」。
小

田
原
は
、
若
い
企
業
家
が
何
か
を
始
め
る

の
に
ち
ょ
う
ど
い
い
町
と
語
る
。
そ
ん
な

小
西
さ
ん
に
小
田
原
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ

ト
を
聞
く
と
、「
店
の
看
板
に
『
海
ま
で

30
歩
』
と
あ
る
よ
う
に
浜
で
す
ね
。
小
田

原
の
海
岸
は
石
こ
ろ
だ
ら
け
で
、
波
が
来

る
と
コ
ロ
コ
ロ
音
が
し
て
面
白
い
」
と
教

え
て
く
れ
た
。

　
「
龍
宮
堂
」
か
ら
海
岸
ま
で
の
間
に
は

西
湘
バ
イ
パ
ス
の
下
に
ト
ン
ネ
ル
が
あ

り
、
心
地
よ
い
風
が
吹
き
抜
け
る
。「
海

へ
と
続
く
ト
ン
ネ
ル
を
ぜ
ひ
体
験
し
て
ほ

し
い
」
と
小
西
さ
ん
。
額
縁
の
よ
う
な
ト

ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
細
か
な
路
地
が
続

く
街
並
み
か
ら
一
転
し
て
、
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
な
御
幸
の
浜
が
広
が
っ
た
。
小
田
原

城
を
海
か
ら
守
っ
た
浜
に
は
、
無
数
の
丸

石
が
渚
を
埋
め
尽
く
し
て
い
た
。

小田原  時層案内

丸石が埋め尽くす御幸の浜に立つ小西里奈さん（上）。「かまぼこ通
り」には、かまぼこの老舗のほか、干物店や鰹節店などもある（中）。
古い町並みの中に新しい店もあり、歩くと楽しい（下）。

御幸の浜へと続くトンネルは
撮影スポットとして人気が高い。
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「
こ
の
建
物
は
昭
和
初
期
に
建
て
ら
れ

た
漁
網
店
で
し
た
。
最
後
は
証
券
会
社
だ

っ
た
け
ど
」
と
語
る
の
は
、
国
道
１
号
線

（
東
海
道
）
に
面
し
た
「
小
田
原
宿
な
り

わ
い
交
流
館
」
館
長
の
平
井
丈
夫
さ
ん
。

重
厚
な
商
家
が
観
光
案
内
や
無
料
の
お
休

み
処
と
し
て
、
小
田
原
の
ま
ち
歩
き
の
拠

点
と
な
っ
て
い
る
。

　

小
田
原
の
老
舗
カ
フ
ェ
「
ケ
ン
ト
ス
コ

ー
ヒ
ー
」の
店
主
で
も
あ
る
平
井
さ
ん
に
、

小
田
原
の
移
り
変
わ
り
を
聞
い
た
。「
以

前
は
ト
イ
レ
休
憩
の
町
で
し
た
。
観
光
バ

ス
で
来
て
小
田
原
城
を
見
た
ら
、
す
ぐ
に

別
の
場
所
へ
行
っ
ち
ゃ
う
」。
そ
う
い
え

ば
、
以
前
の
小
田
原
に
は
新
幹
線
駅
も
あ

る
の
に
ち
ゃ
ん
と
し
た
ホ
テ
ル
も
少
な
か

っ
た
。「
箱
根
の
ベ
ー
ス
基
地
で
し
た
か

ら
ね
。
で
も
小
田
原
に
は
歴
史
も
あ
る
し

魅
力
も
多
い
。
こ
こ
を
観
光
の
目
的
地
に

し
た
い
と
頑
張
っ
て
き
た
」
と
語
る
。

　

小
田
原
宿
な
り
わ
い
交
流
館
が
漁
網
店

だ
っ
た
よ
う
に
、
一
帯
は
か
つ
て
魚
河
岸

も
あ
る
漁
師
町
で
、
近
く
の
松
原
神
社
に

は
小
田
原
北
条
氏
の
紋
、
ミ
ツ
ウ
ロ
コ
入

り
の
漁
師
の
長な

が

半ば
ん

纏て
ん

「
万ま

祝い
わ
い

」
も
展
示
さ

れ
て
い
る
。
休
日
に
な
る
と
、
水
産
加
工

業
者
が
集
ま
る
「
か
ま
ぼ
こ
通
り
」
に
は

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ

東
海
道
の
小
田
原
宿
と
し
て
発
展

産
業
や
文
化
の
歴
史
に
触
れ
るた

。
人
気
の
御
幸
の
浜
や
、
武
家
屋
敷
町

だ
っ
た
西さ

い

海か

子ち

小こ
う

路じ

も
歩
く
人
が
多
い
。

　

平
井
さ
ん
に
春
の
小
田
原
の
お
す
す
め

場
所
を
聞
く
と
、「
春
は
魚
の
種
類
も
増

え
る
の
で
、
小
田
原
漁
港
の
お
さ
か
な
通

り
は
い
い
で
す
ね
。
武
家
屋
敷
の
面
影
が

残
る
西
海
子
小
路
は
桜
の
名
所
で
す
よ
」

と
教
え
て
く
れ
た
。
休
日
は
車
で
大
混
雑

す
る
漁
港
周
辺
だ
が
、
木
造
駅
舎
が
残
る

J
R
東
海
道
線
早
川
駅
か
ら
歩
く
の
も
い

い
だ
ろ
う
。

　

今
回
は
平
井
さ
ん
お
す
す
め
の
小
田
原

用
水
を
歩
い
て
み
た
。
逆
光
に
輝
く
早
川

と
「
城
下
17
町
の
飲
料
水
に
な
っ
た
」（
案

内
看
板
）
と
い
う
用
水
取
入
口
に
は
早
咲

き
の
桜
が
植
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
方
面

に
は
松
永
記
念
館
な
ど
の
名
所
も
あ
る
。

　

小
田
原
か
ら
箱
根
板
橋
方
面
へ
向
か
う

国
道
1
号
線
沿
い
に
は
、
お
城
の
よ
う
な

造
り
の
建
物
が
あ
る
。
室
町
時
代
に
中
国

か
ら
渡
来
し
、
北
条
早
雲
に
よ
っ
て
小
田

原
へ
招
か
れ
た
外
郎
家
が
営
む
製
薬
と
製

菓
の
老
舗
「
う
い
ろ
う
」
本
店
だ
。
薬
も

菓
子
も
家
名
か
ら
「
う
い
ろ
う
」
と
呼
ば

れ
、
25
代
に
わ
た
っ
て
一
子
相
伝
の
製
法

を
守
り
継
ぐ
。
対
面
販
売
を
基
本
と
し
、

町
の
発
展
と
と
も
に
歴
史
を
刻
み
続
け
て

い
る
。
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小田原  時層案内

1633年創業で、大正時代に再建され
た「済生堂薬局小西本店」の百味箪
笥（ひゃくみだんす）。小田原市では、
古くから栄えた店を「街かど博物館」
として観光客に魅力を伝えている。

小田原北条氏（戦国時代）以降、歴
代城主が崇敬し、小田原の総鎮守と
されている松原神社（右上）。「小田
原宿なりわい交流館」の館長、平井
丈夫さん。建物は国の登録有形文化
財（右下）。八棟造りの建物が目を引
く「ういろう」本店（左上）。室町時代
に外郎家が国賓のもてなしに考案
したという菓子「ういろう」（左下）。
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夏
の
京
都
の
風
物
詩
「
祇
園
祭
」
で
人

気
の
山や

ま

鉾ほ
こ

巡じ
ゅ
ん

行こ
う

。
そ
の
山
鉾
の
な
か
で
唯

一
、か
ら
く
り
仕
掛
け
の
「
カ
マ
キ
リ
（
蟷

螂
）」
を
の
せ
た
「
蟷と

う

螂ろ
う

山や
ま

」
は
、
沿
道

か
ら
の
歓
声
が
多
い
人
気
の
山
だ
。
こ
れ

を
創
始
し
た
の
が
、
外
郎
家
2
代
目
の
陳ち

ん

外う
い

郎ろ
う

大た
い

年ね
ん

宗そ
う

奇き

だ
と
い
う
。

　

大
陸
か
ら
博
多
を
経
由
し
て
京
都
に
移

住
し
た
外
郎
家
。
2
代
目
の
大
年
宗
奇
は

朝
廷
に
重
用
さ
れ
、
医
薬
術
や
外
交
で
活

躍
し
た
。
１
３
７
６
年
、
足
利
軍
と
の
戦

い
で
戦
死
し
た
四
條
隆た

か

資す
け

卿
の
25
回
忌
の

法
要
と
し
て
、
四
條
家
の
御
所
車
に
蟷
螂

を
乗
せ
て
巡
行
。
こ
れ
が
蟷
螂
山
の
始
ま

り
と
さ
れ
、隆
資
の
勇
敢
な
戦
い
ぶ
り
を
、

強
敵
に
立
ち
向
か
う
様
を
表
す
中
国
の
故

事
「
蟷
螂
之
斧
」
に
ち
な
ん
だ
と
伝
え
ら

れ
る
。

　

蟷
螂
山
を
創
始
し
て
約
１
３
０
年
、
5

代
目
の
陳
外
郎
宇
野
藤
右
衛
門
定
治
が
京

都
を
離
れ
た
た
め
、
蟷
螂
山
と
は
疎
遠
に

な
っ
た
。
蟷
螂
山
は
幕
末
の
京
都
で
発
生

し
た
数
回
の
火
災
で
そ
の
大
半
を
焼
失
。

明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
ま
で
の
約
１
１
０

年
間
、
巡
行
か
ら
姿
を
消
し
た
。

　

転
機
と
な
っ
た
の
は
20
年
ほ
ど
前
。
あ

る
歴
史
作
家
の
話
か
ら
、「
う
い
ろ
う
」

の
現
当
主
が
蟷
螂
山
と
の
関
わ
り
を
知
っ

た
こ
と
だ
。
蟷
螂
山
は
、
１
９
８
１
年
に

復
興
。復
興
30
周
年
の
２
０
１
１
年
に
は
、

蟷
螂
山
保
存
会
の
呼
び
か
け
で
、
現
当
主

が
巡
行
に
参
加
し
た
。
京
都
で
は
、「
外

郎
家
が
蟷
螂
山
に
戻
っ
て
き
て
く
れ
た
」

と
温
か
く
歓
迎
さ
れ
た
と
い
う
。
以
来
、

現
当
主
と
「
う
い
ろ
う
」
の
社
員
が
蟷
螂

山
に
協
力
し
、
毎
年
巡
行
に
参
加
し
て
い

る
。
京
都
の
蟷
螂
山
町
で
は
外
郎
家
を
、

毎
年
「
お
か
え
り
な
さ
い
」
と
迎
え
る
。

　
「
蟷
螂
山
を
復
興
し
、
私
た
ち
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
っ
た
京
都
の
皆
様
に
は
感

謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
弊
社
社
員
も
直な

お

会ら
い

を
含
む
貴
重
な
体
験
を
通
じ
て
、
伝
統
を

守
る
大
切
さ
を
学
び
、
仕
事
に
生
か
し
て

い
ま
す
」
と
現
当
主
は
話
す
。

時
を
超
え
て
結
ば
れ
た
縁

今
も
続
く
祇
園
祭
と
の
交
流

小
田
原
の
老
舗
「
う
い
ろ
う
」の
歴
史
を
た
ど
る
と
、

室
町
時
代
の
京
都
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

約
６
０
０
年
も
の
時
を
超
え
て
京
都
や
静
岡
県
森
町
と

結
ば
れ
た
縁
、
現
在
の
小
田
原
と
の
交
流
に
つ
い
て
、

現
当
主
で
あ
る
25
代
目
の
外う

い

郎ろ
う

藤と

右う

衛え

門も
ん

さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

「蟷螂山」創始者の子孫、「ういろ
う」現当主の外郎藤右衛門さん。
毎年、総代として参加している。

2
歴
史
つ
む
ぐ
地
域
間
交
流
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小田原  時層案内

祇園祭くじ改めの直後に、蟷螂山保存会のメンバーと「ういろう」の現当主、社員らで記念撮影。

からくり人形のカマキリは子どもに一番人気で、沿道からの歓声が絶えない。
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北
条
早
雲
が
外
郎
家
を
京
都
か
ら
小
田

原
に
招
い
た
こ
と
で
生
ま
れ
た
「
時
を
超

え
た
縁
」
は
、
京
都
と
小
田
原
の
ほ
ぼ
中

間
地
点
に
あ
る
静
岡
県
森
町
に
も
あ
っ
た
。

　

皇
室
献
上
品
の
次
郎
柿
の
産
地
で
、「
森

の
石
松
」
生
誕
の
地
で
も
知
ら
れ
る
森
町

は
、
中
世
の
頃
か
ら
遠
州
の
文
化
的
・
経

済
的
拠
点
と
し
て
発
展
。
近
世
に
か
け
て

交
易
の
要
所
で
も
あ
り
、「
遠
州
の
小
京

都
」
と
も
称
さ
れ
る
。

　

毎
年
7
月
中
旬
に
な
る
と
、
森
町
飯
田

地
区
で
は
「
山
名
神
社
天
王
祭
舞
楽
」
が

行
わ
れ
る
。
応
仁
の
乱
以
前
の
京
都
で
舞

わ
れ
て
い
た
風
流
舞
の
流
れ
を
汲
む
と
さ

れ
る
8
種
の
稚
児
舞
で
、
そ
の
う
ち
の
一

つ
が
「
蟷と

う

螂ろ
う

の
舞
」
だ
。
祇
園
祭
の
「
蟷

螂
山
」
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
る
こ
の
舞

を
伝
え
た
の
が
、
京
都
か
ら
小
田
原
へ
下

る
途
中
の
外
郎
家
と
い
わ
れ
る
。「
町
の

中
央
を
太
田
川
が
流
れ
る
森
町
は
、
物
流

や
情
報
の
拠
点
。
こ
こ
に
逗
留
し
、
早
雲

の
た
め
に
近
隣
地
域
の
情
報
収
集
を
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
際
、
滞
在
を

小
田
原
と
京
都
の
中
間
地
点

伝
統
を
受
け
継
ぐ「
蟷
螂
の
舞
」

子どもが舞い、氏子の大人が地方（じか
た）で支える舞楽。伝統を受け継ぐ“妙”
が感じられる。これら八段の舞楽は、国
の重要無形文化財に指定されている。
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小田原  時層案内

怪
し
ま
れ
な
い
よ
う
に
、
京
都
で
舞
わ
れ

て
い
た
蟷
螂
の
稚
児
舞
を
伝
承
し
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
」と
外
郎
家
の
現
当
主
、

藤
右
衛
門
さ
ん
は
推
察
す
る
。

　

稚
児
舞
は
、
神
社
境
内
の
舞
殿
で
笛
と

堤
太
鼓
の
調
べ
の
中
、
夜
遅
く
ま
で
情
緒

豊
か
に
舞
わ
れ
る
。
そ
の
舞
の
後
半
に
8

台
の
屋
台
（
山だ

車し

）
が
境
内
に
乱
入
。
御

所
車
風
の
2
輪
の
屋
台
は
威
勢
の
い
い
笛

太
鼓
を
奏
で
な
が
ら
練
り
歩
く
。
普
段
は

静
か
な
町
に
響
き
渡
る
独
特
な
お
囃
子
の

調
べ
は
、
祭
り
が
終
わ
っ
た
後
も
余
韻
が

心
に
響
く
。

　

外
郎
家
と
森
町
は
２
０
０
５
年
か
ら
交

流
を
開
始
し
、
14
年
、
16
年
に
は
そ
の
舞

楽
を
小
田
原
で
特
別
公
演
。
さ
ら
に
18
年

に
は
、
森
町
の
現
役
最
古
の
屋
台
を
現
当

主
が
譲
り
受
け
て
地
元
に
寄
贈
、
小
田
原

流
に
改
装
し
、
５
月
の
松
原
神
社
例
大
祭

で
曳え

い

行こ
う

し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
小
田
原
と

森
町
の
双
方
で
祭
事
を
見
学
に
行
く
人
が

増
え
た
と
い
う
。
ほ
か
に
も
、
小
田
原
市

の
十
郎
梅
と
森
町
の
次
郎
柿
の
苗
木
を
贈

り
合
う
な
ど
、
地
域
間
で
の
文
化
交
流
は

今
も
大
事
に
育
ま
れ
て
い
る
。

　

外
郎
家
現
当
主
は
「『
家
』
で
は
な
く

『
町
』
と
し
て
の
交
流
を
深
め
る
架
け
橋

に
な
り
た
い
」
と
話
す
。

ういろう本店の奥にある「外郎博物館」に展示され
た「蟷螂の舞」のかぶりもののレプリカ。店員が無料
で案内してくれる。 

静岡県森町から譲り受けた屋台を松原神社例大祭で曳行した。
御所車のような2輪が特徴。

1213



地元の味覚満載の「春の季節
料理」（上）。名物「あじずし」
と、特製ゴマ油が香る天重
（右下）。

明治26年創業、国の登録有形文化財に指定
された壮麗な唐破風入母屋造りの佇まい。小
田原の歴史を刻む凛とした空間で食べられる
のは、相模湾の鮮魚を主役にした寿司や天ぷ
ら。特注のゴマ油で揚げる天ぷらは、サクッ
とした衣に包まれたやわらかな身を、門外不
出の継ぎ足しつゆが引き立てる至高の一品。
椅子席完備の個室や大広間は、慶弔の集いに
も最適だ。威風堂々たる名建築の中で、伝統
の味に浸るぜいたくなひとときを。

明治の記憶を刻む名建築で
相模湾の旬の味に出合う

メニュー／
春の季節料理� 5,060円　
あじずし� 1,780円～
こだわり天重セット（数量限定）�3,740円　
天丼とおさしみセット� 2,970円　

☎ 0465-22-4128
神奈川県小田原市本町2-1-30
賚11時〜20時（L.O.） ※座敷は11時
30分〜 贊水曜 Ⓟあり
JR・小田急線小田原駅から徒歩8分

国指定登録有形文化財 のれんと味
だるま料理店

MAP P37 ⑥小田原

ホームページ

明治19年に造営された、数
寄屋風書院造りの清閑亭
（上右）。相模湾を望む、趣
ある店内（上左）。

趣深い国登録有形文化財の邸宅で、和食と観
光を楽しめる「小田原別邸料理 清閑亭」。地
元の素材を生かしたランチ限定「珠御膳」や、
旬の食材を多彩な職人技で仕上げたコース料
理が堪能できる。夜はお得な２時間飲み放題
付き宴席プラン（10,000円）を用意。併設の

「蔵カフェ」では喫茶メニューも。建物の見学
では、2階から伊豆大島が浮かぶ相模湾や箱
根山を眺めることができる。格式高い空間で
美食を味わい、特別な時間を楽しんで。

歴史ある文化財の邸宅で
小田原の美食を楽しむ

メニュー／
石垣（宴席プラン）� 10,000円
前菜3点、鶏手羽元の煮付け、鶏の天
ぷら、鶏の水炊き、土釜ご飯、デザート

☎ 050-1809-2213
神奈川県小田原市南町1-5-73 
賚11時～15時（L.O.14時）／17時～21
時（L.O.19時） ※夜は完全予約制　
［蔵カフェ］11時～17時 贊不定休 Ⓟあり
JR・小田急線小田原駅から徒歩18分

MAP P37 ⑥小田原

ホームページ

小田原別邸料理 清
せ い

閑
か ん

亭
て い

小田原 美味探訪



店内は無煙仕様。1階ではお土産用の
自家製干物も販売。外のテラス席は
オーシャンビューでペット同伴可。

小田原から熱海に向かう国道135号線沿いにある海鮮料理店。目の前に海
を望み、絶景を眺めながら、海釣り好きの店主が厳選した海鮮を心ゆくまで
味わえる。本マグロや生シラス、エビなど10種類以上もの海鮮をのせた「朝
どれ豪華海鮮丼」は、味と新鮮さが自慢の一品。伊豆の漁師が専用船で取っ
てきた金目鯛の煮付け定食もご飯が進むと評判だ。定食はご飯と味噌汁がお
かわり自由なのもうれしい。好きな魚介を自分で焼く「浜焼」も人気。

相模湾を望む食事処で
豪快な海の幸を堪能

メニュー／
朝どれ豪華海鮮丼� 3,280円
金目鯛の煮付け定食� 3,280円
浜焼　活本はまぐり� 1個 600円

神奈川県小田原市江之浦407-
71 賚9時～18時、土日祝9時
～19時 Ⓟあり 
JR・小田急線小田原駅から車
18分 

☎ 0465-28-3933

いしだ商店

MAP P32 ①江之浦

ホームページ
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やさしい味わいの湯葉丼（左）。甘さ控
えめの豆腐ぜんざい（右上）。木のぬく
もりを感じる店内（右下）。

箱根を訪れたら食べたくなるのが、早川沿いにある同店の湯葉丼。箱根の名
水と良質な豆乳で作られた汲み上げ湯葉を、卵でふんわりとじた一品だ。上
品なかつおだしが香る湯葉は熱々の土鍋で提供され、ご飯にかけていただけ
ば、とろける湯葉に身も心もほっこり。ほかでは食べられない、やさしい味
わいに癒される。豆腐や湯葉のぜんざいなど、スイーツも充実しているので、
箱根旅の帰り、カフェとして立ち寄るのもおすすめだ。

箱根名物を味わうなら
かつおだし香る、心温まる湯葉丼

メニュー／
湯葉丼セット� 1,800円
湯葉丼ご膳� 2,400円
豆腐ぜんざい� 880円

神奈川県足柄下郡箱根町湯
本696 
賚11時〜18時（L.O.） 
贊火曜（祝日の場合は営業）　
箱根登山電車箱根湯本駅から
徒歩3分

☎ 0460-85-5148

「湯葉丼」 直吉

Instagram

MAP P34 ②箱根湯本

おいしい春のごちそう尽くし

箱根グルメ
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葉山の和菓子店とのコラボレーションから生まれた4種の茶菓を「風神・雷神」が見守る（岡田美術館 開化亭）。

満開の春をイメージしたカラフルなフルーツタルト（左、ラッキィズ・カフェ）。
宝石ゼリーや桜サイダーなど春を感じられる華やかなプレート（右、箱根小涌園 
三河屋Cafe）。

思い思いのトッピングをもちもちの求肥に包んで
自分好みの大福を（茶屋本陣畔屋 cafe KOMON 湖紋）。

【箱根湯本・小田原エリア】
・箱根湯寮［囲炉裏茶寮 八里］
・箱根てゑらみす
・�湯本富士屋ホテル［ラウンジ ウィステリア］
・茶のちもと
・ちもと［お庭の茶店］
・ちもと［湯本山崎店］
・デリ and カフェ みつき
・湯葉そばと生麩スイーツの店 いさみや
・茶房うちだ
・天成園［カフェ プルミエール］
・鈴廣かまぼこの里 汐風カフェ
・鈴廣かまぼこの里 名水甘味 且座 shaza
・カフェ花車［仙景プラザ］

【強羅・小涌谷・宮ノ下エリア】
・スイッチバックカフェ
・富士屋ホテル［ラウンジ］
・箱根小涌園 三河屋Cafe
・箱根ホテル小涌園
  ［ビュッフェレストラン フォンテンブロー］
・岡田美術館［開化亭］
・彫刻の森美術館［カフェ］

・箱根の森のパンケーキ
・箱根強羅公園 一色堂茶廊
・�ハイアット リージェンシー 箱根  

リゾート＆スパ［リビングルーム］

【仙石原エリア】
・�箱根ガラスの森美術館 

カフェ テラッツァ うかい
・ラッキィズ・カフェ
・箱根ラリック美術館［箱根エモア•テラス］
・仙石原茶屋
・箱根仙石原プリンスホテル［レストラン グリル］
・葵ベーカリーカフェ

【芦ノ湖エリア】
・山のホテル［ラウンジ］
・�ザ・プリンス箱根芦ノ湖［ラウンジ やまぼうし］
・成川美術館［ティーラウンジ 季節風］
・茶屋本陣畔屋 cafe KOMON 湖紋
・甘酒茶屋
・レストラン ブライト
・�箱根ホテル
  ［レイクビューラウンジ イル ラーゴ］

参加店舗一覧（全35施設）

「春の箱根で宝探し きらめきスイーツ」をテー
マに、4/22㈬まで特別開催中。箱根の名店
35店舗が提供するスイーツは、いずれも数
量限定のため、小田急トラベルWebサイト
での事前予約がおすすめ。最大2,040円お
得になる新宿駅発着のロマンスカー特急券
と乗車券が往復でセットになった日帰りパッ
クや宿泊パックも便利でお得！抽選で賞品
が当たる「#ハッシュタグキャンペーン」も開
催中。きらめく春色スイーツを「見て撮って
味わえる」春の箱根旅に出かけてみては。

春の箱根で宝探しを
箱根スイーツコレクション2026

ホームページ問い合わせ／9時30分～17時30分（土日祝を除く） 

☎0465-32-6801（小田急箱根） 

箱根スイーツコレクション事務局

本イベントの冊子は
小田急線各駅、およ
び箱根エリアの主要
駅、参加店舗などで。

MAP P32-37箱根各所
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ランチセットのメインは酢豚
が一番人気（上）。1カ月ごとに
変わる、ランチコースの前菜
盛り合わせ（下左）。落ち着いた
雰囲気の店内（下右）。

仙石原から車で20分、御殿場アウトレットか
らも近い創業60年の「たから亭」。新鮮な地場
野菜を使った創作中華を味わえる。お得なラ
ンチセットはメインを選ぶと彩り豊かな6種の
おかずプレートが付き、ひと皿ごとの存在感
抜群な料理がテーブルいっぱいに広がる。ボ
リューム満点ながら野菜の甘みを生かしたや
さしい味付けで、最後まで軽やかに楽しめる。
7～30名のグループ客に対応できる個室も完
備し、家族や団体旅行にもぴったり。

箱根から御殿場まで
足を延ばして創作中華を

☎ 0550-82-0224
静岡県御殿場市東田中1766-7 賚11時
30分～15時（最終入店14時15分）、18
時～21時30分（最終入店19時30分） 
贊月・火曜（祝日は除く） Ⓟあり
JR御殿場駅から徒歩20分

MAP P33 ①御殿場

ホームページ

メニュー／
ランチセット� 2,750円
ランチコース� 4,400円
季節のおまかせコース
� 5,500円、7,700円、9,900円

御殿場チャイニーズ 
たから亭

〒250-0392 
神奈川県足柄下郡
箱根町湯本 256-1

公式 HP Instagram

料理画像はイメージです。

詳しくは
公式HPへ。
オンライン予約
できます

箱根湯本駅から徒歩1分

〒250-0392
神奈川県足柄下郡
箱根町湯本 706-34

ピコット湯本駅前店

カレーパン

トンポーロウブール

エビチリ
パン

人気
１位

ランチは寿司・洋食・中国料理からお選びいただけます。
食事の後は、箱根湯本温泉をお楽しみください。公式ＨＰよりご予約いただけます。

箱根湯本駅から徒歩3分TEL. 0460-85-6111

桃華樓の味を湯本富士屋ホテル
直営のベーカリーショップでも

箱根グルメ
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自然豊かな仙石原で、温泉調理水で煮込んだ
豆腐や釜めしを味わえる同店。米は御殿場産
コシヒカリを使用し、注文後に土釜で丁寧に
炊き上げる。「季節限定 彩り御膳」では季節の
釜めし、湯豆腐、湯葉や天ぷらといった5種の
小鉢などが一挙に満喫できる。春は桜エビを
たっぷり使った旨み豊かな釜めしを提供。日
本庭園を眺めながら滋味あふれる料理を味わ
える。日本の自然美と“食”と“趣”の調和を味わ
う、上質な美食体験を楽しみたい。

とろける温泉湯豆腐と
春を味わう「桜海老釜めし」

メニュー／
季節限定 彩り御膳� 4,620円
八十八御膳� 3,960円
足柄牛の牛しゃぶ肉豆腐御膳�4,950円
銀しゃり・湯豆腐セット� 2,750円

☎ 0460-83-8480
神奈川県足柄下郡箱根町仙石原
184-1
賚10時～15時（L.O.14時）、17時～
21時（L.O.19時） 贊水曜  Ⓟあり
箱根登山電車箱根湯本駅からバス25分

箱根とうふ茶屋 八
や

十
そ

八
はち

MAP P35 ④仙石原

ホームページ

「八十八御膳」（上）。春の「季
節限定 彩り御膳」の桜海老釜
めし（下左）。外は緑が美し
い苔庭が広がる（下右）。
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昭和27年に開館した、箱根で最も歴史のある美術館。日本の陶磁
器を中心としたコレクションで知られ、柔らかな自然光が注ぐ展示
室では約100点の作品を鑑賞できる。国の名勝の指定を受けた「神
仙郷」では、地形を生かし箱根外輪山を借景にした「石楽園」、130
種の苔で彩られた「苔庭」を眺めながら茶室「真和亭」で一服を。5/6
（水・休）まで、本誌持参で入館料が大人、大・高校生110円引きに。
5/7㈭から改修のため休館。

季節の器でいただく「季節のお菓子と抹
茶セット」（右上、800円）。展示室には
珍しい埴輪も（右下）。

名勝「神仙郷」に立つ美術館で陶磁器の鑑賞と抹茶を

入館料／
大人� 1,430円
大学生・高校生� 660円
中学生以下� 無料

ホームページ

箱根美術館箱根
MAP P34 ③

神奈川県足柄下郡箱根町強羅1300　
開館時間／9時30分〜16時30分（3月は16時） 
※最終入館は30分前 
贊木曜（祝日の場合は開館） Ⓟあり
箱根登山ケーブルカー公園上駅から徒歩1分 

☎ 0460-82-2623

セレクション

アート、温泉など多彩な楽しみ
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箱根強羅公園箱根強羅公園で楽しむで楽しむ
春のローズガーデン音楽会春のローズガーデン音楽会
5 月下旬に見頃を迎えるローズガーデンにて、今春も音楽会を開催します。
春バラと音楽のコラボレーションを優雅に堪能しませんか。

※１日２回（午前の部 11：30〜、午後の部 13：30〜）
※時間、出演者は公式HPからご確認ください。

日 時 5/23（土）～6/28（日）の毎週土・日曜

場 所 箱根強羅公園 音楽堂

鑑賞
無料

開園時間　9：00～17：00（最終入園16：30）
TEL  0460-82-2825
https://www.hakonenavi.jp/gorapark/

入園料 大人 650円
小学生以下、箱根フリーパス、のんびりきっぷ、
大涌谷きっぷで入園無料
※当日・翌日再入園可HAKONE GORA PARK

※雨天時は一色堂茶廊店内で開催いたします。
　お食事やドリンクと一緒にお楽しみください。

4月
下旬

5月
上旬

4月
上旬～

見頃ご紹介

箱根・仙石原高原の標高800mに位置し、大きな窓から連山を望
む大浴場で自家源泉の単純泉が楽しめる。4つの無料貸切風呂が
あり、人目を気にせず硫黄泉と2種の湯を堪能できる。夕食はシェ
フ厳選の食材による和洋折衷の会席膳を、緑の庭園に包まれた食
事処で。桃源台からほど近く、ロープウェイ、海賊船からのアク
セスも抜群だ。芦ノ湖、大涌谷観光の拠点にも最適。新宿からの
高速バスがホテル前に停車するのもうれしい。

無料貸し切り風呂は24時間利用できる
（左）。窓から富士山も望める客室（右上）。
夕食は評判が高い（右下）。

気兼ねなく温泉を堪能できる無料の貸し切り風呂も

宿泊料／
1泊2食付� 15,000円〜

日帰り入浴／
大人� 1,500円　
子ども� 1,000円　

ホームページ

ホテル花月園仙石原
MAP P36 ⑤

神奈川県足柄下郡箱根町仙石原1244-2
箱根登山電車箱根湯本駅からバス40分

☎ 0460-84-8621
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3 月  4 月  5 月  6 月
小田原 箱根 イベント＆祭りカレンダー 

月
3

27㈮ 仙石原湯立獅子舞
仙石原諏訪神社

江戸時代から続く、国の無形民俗文化財。獅子の放つ湯花を浴びると、その年は無
病息災でいられると言われている。
公時神社・諏訪神社 社務所 ☎0460-83-8232

28㈯
29㈰

小田原かまぼこ桜まつり
小田原城二の丸広場

かまぼこ名人による手づくり実演、ききかま大会、かまぼこ板積み競争「一夜城合
戦」など。かまぼこの限定品販売、キッチンカーなどの出店もあり。
小田原蒲鉾協同組合 ☎0465-22-4068

12㈰ ケンペル・バーニー祭
元箱根旧東海道石畳道入り口ほか

300年以上前に、日本の美しい自然と箱根の歴史や動植物を初めて世界に紹介し
たケンペルとバーニーの両外国人をたたえる祭り。
ケンペルとバーニーを讃える会 ☎0460-85-8355

3（日・祝） 小田原北條五代祭り
小田原城址公園およびその周辺

小田原市最大の観光イベント。パレードは総勢1,600人にもおよび、北条五代歴代
城主を模した武者行列と、吹奏楽隊、陸上自衛隊による音楽隊、神輿などのまち衆
隊が市内を練り歩く。
小田原市観光協会 ☎0465-20-4192

箱根をどり
箱根湯本見番1階ホール

踊りや唄など稽古の集大成を披露する、箱根の芸者衆による一大イベント。華やか
な芸者が一同に舞う姿は圧巻。チケット料金1人5,000円。
箱根湯本芸能組合 ☎0460-85-5338

5/30㈯〜
6/14㈰

小田原城あじさい
花菖蒲まつり
小田原城址公園

小田原城本丸東堀にある花菖蒲園では、5月下旬から約10,000株の花菖蒲が次々
と咲き乱れ、斜面に咲く約2,500株のアジサイを背景に6月中旬頃まで花の競演が
楽しめる。期間中は、土日を中心にキッチンカーやイベントも予定。
小田原城総合管理事務所 ☎0465-23-1373

4月上旬 宮城野さくらマーケット
上河原公園（宮城野温泉会館前）

音楽をBGMにお花見をするイベント。町内のホテルや飲食店が出店。
箱根町宮城野木賀観光協会 ☎0460-82-2220

18㈯
19㈰

箱根ランフェス
芦ノ湖キャンプ村ほか

絶景の箱根を舞台にタイム測定なしで、自由に誰でも楽しめるスポーツフェス。土
曜のマラソンに加え、日曜にはその他スポーツコンテンツの開催も。※参加申し込
みは満枠になり次第終了。
箱根ランフェス実行委員会事務局 ☎050-3387-1516

5（火・祝） 公
きん

時
とき

まつり
公時神社

金時山と金太郎伝説にちなんだ、子どもの無病息災を祈願する祭り。
公時神社・諏訪神社 社務所 ☎0460-83-8232

13㈯

九頭龍神社本宮例祭
九頭龍神社本宮

芦ノ湖の守護神である九頭龍大神に日ごろの感謝の心をささげ、変わらぬご加護を
祈願する祭り。毎月13日は月次祭が斎行され、6月は年に一度の例祭が行われる。
箱根神社 ☎0460-83-7123

月
4

※各イベントや祭りの日程や内容は変更になる場合があります。

月
5

月
6

4月上旬
～下旬
※開花状況に
より異なる

桜ライトアップ
早川沿いの堤、国道138号線沿い

早川沿いのソメイヨシノや国道138号線沿いのしだれ桜をライトアップ。
箱根町宮城野木賀観光協会 ☎0460-82-2220

4㈯
5㈰

小田原おでんサミット
小田原城二の丸広場

全国各地からご当地おでんが小田原に集結。小田原おでんをはじめ、おいしさも多
様なふるさとおでんを楽しめる。小田原おでん会会員店による飲食、物販ブースも。
小田原おでんサミット実行委員会 ☎080-6500-1750

ミスモ箱根ネットにも情報掲載中！



ミスモ箱根ネットにも情報掲載中！

※各企画展の期間や内容は変更になる場合があります

箱
根
・
湯
河
原

MOA美術館 JR東海道線熱海駅からバス7分
MAP P 32①� ☎ 0557-84-2511　

5/15㈮～7/7㈫ 広重 東海道五十三次 版画×PHOTO

3/20（金・祝）～5/12㈫ 国宝「喜左衛門井戸」×国宝「色絵藤花文茶壺」
茶の湯のわびと雅

静 

岡

静岡陶芸美術館 JR東海道線沼津駅からバス15分
MAP P 33①� ☎ 055-919-3456　

～3/29㈰ 人間国宝のすべて

4/7㈫～6/28㈰ 瀬戸の陶芸家

佐野美術館 伊豆箱根駿豆線三島田町駅から徒歩5分 
MAP P 33①� ☎ 055-975-7278　4/11㈯～6/28㈰ 岩合光昭写真展「ご当地ねこ」

～4/5㈰ 心のふるさとが、ここに ―高橋まゆみ人形展

ベルナール・ビュフェ
美術館

JR東海道線三島駅からバス35分
MAP P 33①� ☎ 055-986-1300　

～3/24㈫ アーティストの目は何をみていたか
ビュフェ、エコール・ド・パリ、そして現代アートへ

杉山明博追悼展
「木とわたし ―木工の妙技と美術教育」

4/3㈮～9/1㈫

ベルナール・ビュフェと写真 —カメラがとらえた
ビュフェとその時代、そして21世紀へ

富士モータースポーツ
ミュージアム

JR御殿場線御殿場駅から車20分      
� ☎ 0550-78-2480　

～3/31㈫
「耐久レースと日本」〜クルマを鍛えた進化の足跡〜

童夢 - 零　特別展示
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箱根登山電車箱根湯本駅からバス40分
MAP P 36⑤� ☎ 0460-83-7826　

登録有形文化財に登録された
箱根細工と同一作品の特別展示箱根からくり美術館 ～未定

箱根登山電車強羅駅から徒歩4分
MAP P 34③� ☎ 0460-82-2717　

富士箱根伊豆国立公園指定90周年記念
山田應水と日本の国立公園箱根写真美術館 3/18㈬～7/6㈪

箱根登山電車箱根湯本駅からバス30分
MAP P35④         ☎ 0460-84-2255

ルネ・ラリックにみる日本とフランスの
“かわいい”文化交流箱根ラリック美術館 3/20（金・祝）〜12/6㈰

箱根登山電車彫刻の森駅から徒歩2分
MAP P 34③� ☎ 0460-82-1161　彫刻の森美術館 ユニークコレクション —新しい切り口から見る

彫刻の森コレクションの個性—～未定

箱根登山電車箱根湯本駅からバス25分
MAP P 35④� ☎ 0460-86-3111　箱根ガラスの森美術館

企画展「つなぐ・つむぐ・つたえる 　　
　　　 ヴェネチアン・グラスのDNA」

所蔵作品展 
「ヴェネチアン・グラスでみせる驚異の部屋」

～4/12㈰

4/18㈯～7/12㈰

JR東海道線湯河原駅からバス12分
MAP P 32①� ☎ 0465-63-7788　町立湯河原美術館

特別展「龍子の衝撃」

収蔵品展

～4/6㈪

4/11㈯～7/5㈰

箱根登山電車強羅駅から無料送迎バス8分
MAP P 35④� ☎ 0460-84-2111　ポーラ美術館 SPRING わきあがる鼓動～5/31㈰

箱根登山電車箱根湯本駅からバス20分
MAP P 34③� ☎ 0460-87-3931　

特別展「愛でたい美術 ―絵画とやきものに見る
幸せのかたち―」岡田美術館 ～6/7㈰

特集展示「金屏風 ―馬とサムライ―」

箱根登山電車箱根湯本駅からバス35分
MAP P 36⑤� ☎ 0460-83-6828　成川美術館

日本・フランス 美の交叉
平松礼二展～モネの池とノルマンディーの草宴～3/12㈭～7/15㈬

写実を超えた美　霊峰・富士を描く

美術館
企画展箱根周辺の　　　　 カレンダー

エリア 美術館 アクセス・問い合わせ企画展名期間



おぎの・あんな　1956年、神奈川県生まれ。小説
家、慶應義塾大学名誉教授。『背負い水』で芥川
賞（91年）、『ホラ吹きアンリの冒険』で読売文学賞
（2002年）、『蟹と彼と私』で伊藤整文学賞（08年）
を受賞。近著に『老婦人マリアンヌ鈴木の部屋』
など。2024年4月から神奈川近代文学館館長。

第7回

箱
根
湯
巡
り
　
　
　

文
・
荻
野
ア
ン
ナ

　
私
の
旅
は
芦
之
湯
の「
き
の
く
に
や
」か
ら

始
ま
っ
た
。
な
ぜ
箱
根
な
の
に
紀
伊
国
か
。

話
は
徳
川
家
康
に
遡

さ
か
の
ぼ

る
。
五
男
の
側
室
の
子

が
功
あ
っ
て
和
歌
山
県
に
領
地
を
も
ら
う
。

そ
の
子
孫
が
小
田
原
に
移
り
、
1
7
1
5
年

に
温
泉
の
権
利
を
買
っ
た
の
だ
。
歴
史
あ
る

お
宿
は
志
賀
直
哉
に
愛
さ
れ
て
、
彼
は
毎
年

の
よ
う
に
訪
れ
て
い
た
と
い
う
。

　
庭
の
自
然
の
中
に
建
つ
木
造
が
、
貸
し
切

り
の
正
徳
の
湯
で
あ
る
。
木
の
床
に
嵌は

め
込

ま
れ
た
小
ぶ
り
の
浴
槽
が
２
つ
。
左
の
濁
り

湯
の
、
硫
黄
泉
で
弱
ア
ル
カ
リ
性
と
い
う
の

は
大
変
に
珍
し
い
。
硫
化
水
素
の
香
り
が
喉

や
気
管
支
に
良
い
ら
し
い
。
自
然
湧
出
で
、

大
旅
館
も
羨
む
量
が
迸

ほ
と
ば
し

る
。
右
の
湯
船
は
弱

ア
ル
カ
リ
性
重
曹
泉
の
美
肌
の
湯
だ
。
左
は

「
お
薬
に
入
っ
て
い
る
よ
う
」で
、
右
は「
美

容
液
に
入
っ
て
い
る
よ
う
」と
聞
い
て
い
る
。

　
濁
り
湯
か
ら
入
っ
た
。
湯
が
肌
に
ま
と
わ

り
つ
く
快
感
が
あ
る
。
い
つ
ま
で
で
も
入
っ

て
い
ら
れ
る
。
右
へ
移
る
と
あ
っ
さ
り
と
し

た
柔
ら
か
さ
に
包
ま
れ
た
。
そ
の
う
ち
濁
り

湯
が
懐
か
し
く
な
り
、
左
に
移
る
。
ま
た
し

ば
ら
く
す
る
と
右
が
恋
し
く
な
る
。
行
っ
た

り
来
た
り
を
何
度
も
繰
り
返
し
た
。

　
今
日
の「
き
の
く
に
や
」は
日
帰
り
温
泉

に
し
た
。
今
夜
の
お
宿
は「
箱
根
ホ
テ
ル

小
涌
園
」だ
。
1
9
5
9
年
の
開
業
だ
が
、

2
0
2
3
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

て
い
る
。
広
々
と
し
た
ロ
ビ
ー
は
、
ガ
ラ
ス

の
壁
面
か
ら
箱
根
の
外
輪
山
を
一
望
で
き

る
。
点
在
す
る
柱
が
重
厚
で
美
し
い
。
長
い

直
方
体
を
白
木
の
材
木
で
ぐ
る
り
と
取
り
巻

い
て
、
こ
れ
に
下
か
ら
間
接
照
明
を
当
て
て

い
る
。
神
奈
川
県
産
の
杉
が
用
い
ら
れ
て
い

る
そ
う
だ
。
フ
ロ
ン
ト
の
テ
ー
ブ
ル
は
県
産

の
檜
。
木
に
囲
ま
れ
て
、
森
の
空
気
を
吸
っ

て
い
る
気
分
に
な
っ
て
く
る
。

　
夕
食
の
バ
イ
キ
ン
グ
で
珍
し
か
っ
た
の

は
、
お
で
ん
鍋
で
供
さ
れ
る
ブ
イ
ヤ
ベ
ー
ス
。

味
は
本
格
派
だ
っ
た
。
お
寿
司
、
ス
テ
ー
キ
、

ひ
つ
ま
ぶ
し
。
海
老
、
烏
賊
、
帆
立
の
豆
腐

蒸
し
。
紅
白
の
ワ
イ
ン
に
ビ
ー
ル
も
つ
け
た
。

　
食
後
に
ロ
ビ
ー
の
バ
ー
で
カ
ク
テ
ル
を
舐な

め
た
。
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
さ
ん
が
言
う
こ
と
に
、

昨
年
こ
ち
ら
に
来
て
、
バ
イ
キ
ン
グ
の
中
身

を
見
て
驚
い
た
。

「
こ
こ
は
破
格
で
す
よ
」

　
頷

う
な
ず

い
て
い
る
自
分
が
い
た
。

　
こ
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
る
と
、
翌
日
の「
ユ

ネ
ッ
サ
ン
」は
タ
ダ
に
な
る
。
青
空
を
描
い

た
ド
ー
ム
天
井
に
白
い
柱
の
プ
ー
ル
風
呂

が
、
水
着
の
家
族
連
れ
で
賑に

ぎ

わ
っ
て
い
る
。

私
は
上
の
階
で
ワ
イ
ン
風
呂
や
本
格
コ
ー

ヒ
ー
風
呂
を
楽
し
ん
だ
。
自
分
が
カ
ッ
プ
の

中
の
コ
ー
ヒ
ー
の
一
滴
に
な
っ
た
気
分
で
、

気
持
ち
よ
く
湯
に
溶
け
て
い
っ
た
。
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I n fo rmat ion

自家源泉の蒸気を活用してきた同ホテ
ルの取り組みと仕組みを学ぶ「ゆのは
な湯学」と、温泉の性質を科学的に調査・
比較する「温泉テイスティング」の2部
構成。3月は毎週土曜開催で、夏休み
には子ども向けの企画も予定。

神奈川県足柄下郡箱根町芦之湯93

箱根湯の花プリンスホテル
蕁0460-83-5112

サステナブル温泉探求ツアー

歴史が息づく建築や意匠を、初代・三
代目経営者の声とともに楽しめる音声
ガイドツアー。自身のスマートフォン
とイヤホンを使って音声を聞きながら
館内を巡り、歴史や文化を臨場感あふ
れる物語で味わおう。1人1回500円。

神奈川県足柄下郡箱根町宮ノ下359
https://www.fujiyahotel.jp/

富士屋ホテル
蕁0460-82-2211

歴史あるホテルの音声ガイド

2029年「オークラリゾート 箱根強羅」
が開業予定。明星ヶ岳など箱根の山々
に臨むロケーションが魅力。夏には「箱
根強羅温泉大文字焼」を正面に鑑賞す
ることができ、季節を通して眼前に広
がる雄大な自然を感じることができる。

オークラリゾート 箱根強羅
神奈川県足柄下郡箱根町強羅
https://www.okura-nikko.com/ja/

「オークラリゾート」が強羅に
4/22㈬まで、「箱根スイーツコレクショ
ン」限定メニューを提供中。桜の花びら
入りゼリーや桜タルト、レアチーズケー
キなどが並ぶ。4種類から選べるサンド
イッチ、桜の花びらが浮かぶ紅茶とと
もにぜいたくなひとときを。

神奈川県足柄下郡箱根町強羅1300 強羅公園内 
賚10時～16時（L.O.15時30分） 
https://www.hakonenavi.jp/gorapark/

箱根強羅公園 一色堂茶廊
蕁0460-83-8840

春限定のアフタヌーンティー

芦ノ湖畔を歩き、自分のペースで箱根
神社・箱根元宮・九頭龍神社の箱根三社
を巡る、「はなをり」発の特別宿泊プラ
ン。散策MAPとオリジナル御朱印帳
付きで、ご利益も絶景もまとめて満喫
できる開運旅へ。

神奈川県足柄下郡箱根町元箱根桃源台160
https://ashinoko-hanaori.orixhotelsandresorts.
com/

箱根・芦ノ湖 はなをり
蕁0460-83-8739（受付時間10時〜18時）

春は箱根三社“お参
さん

歩
ぽ

”旅へ！

「箱根・強羅 佳ら久」と「熱海・伊豆山 
佳ら久」の魅力を巡るプロモーション

「Key to the KARAKU」を実施。期間
中、どちらかに宿泊すると、もう一方の
佳ら久で利用できる「館内利用5,000円
引換カード」を進呈。詳細はHPにて。

神奈川県足柄下郡箱根町強羅1300-8
https://gora-karaku.orixhotelsandresorts.
com/

箱根・強羅 佳ら久
蕁0460-83-8860

山と海の魅力を相互体験

吊り橋からの絶景やアクティビティな
ど「絶景と発散。」をコンセプトに、幅
広い世代に新たな体験を提供。7月ご
ろには新施設のオープンを予定してい
るほか、10周年を記念してさまざま
なイベント企画などを展開する。

静岡県三島市笹原新田313 
賚9時～17時（イベントや天候により変更あり） 
https://mishima-skywalk.jp/

三島スカイウォーク
蕁055-972-0084

三島スカイウォーク10周年
全13室の客室は窓近くに木々が茂り、
室内にいながら森林浴気分に浸れる。
温泉は源泉掛け流し、白濁の硫黄泉。
大きな窓越しに竹林を望む浴室では、
空間が広すぎない分、鮮度や濃度が高
い湯を堪能できる。日帰り入浴も可。

神奈川県足柄下郡箱根町仙石原1283-97
https://hpdsp.jp/hakonesanso-nakamura/

箱根温泉山荘なかむら
蕁0460-84-6012

心ほどける緑と静寂の宿
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特別なひとときを過ごせる「HOTEL 
THE MITSUI HAKONE」が2026年中に
開業予定。天然温泉を、全客室と水着
で入る温泉「サーマルスプリング」に引
き入れる。東京ドーム3個分の広大な森
に囲まれ、豊かな緑を満喫してみては。

神奈川県足柄下郡箱根町小涌谷箕作沢450-1
他（地番）

HOTEL THE MITSUI 
HAKONE

三井家ゆかりの地で非日常を

「所蔵作品展 ヴェネチアン・グラスでみ
せる驚異の部屋」を4/18㈯〜7/12㈰
に開催。ガラス職人の探求心が生んだ
技法と技巧の数々から、王侯貴族や文
人たちを熱狂させた「驚異の部屋」を紹
介する。

神奈川県足柄下郡箱根町仙石原940-48
開館時間／10時〜17時30分（最終入館17時） 
贊会期中無休（臨時休館あり）

箱根ガラスの森美術館
蕁0460-86-3111

王侯貴族を魅了した技の数々

箱根神社にほど近い元箱根港から徒歩
すぐの好立地。2階の食事処はカフェ
利用もできる。「自家製とろり本わら
び餅」は注文後に調理され、もっちり
とろとろな食感。黒蜜と足柄茶のアイ
スとの組み合わせが絶妙だ。

神奈川県足柄下郡箱根町元箱根6-8 賚11時～
16時（L.O.15時30分） 贊木曜（時期により変動
あり）　https://www.ashinoko-chaya.com/

あしのこ茶屋
蕁0460-83-6731

湖畔の茶屋でひと休み
ガラス張りのデッキや足元から風が吹
き抜けるテラスなど、大涌谷の大地
の息吹を感じられる「ちきゅうの谷」。
4/25㈯で1周年を迎えることを記念
し、イベントを開催予定だ。詳細は箱
根ロープウェイ公式インスタグラムで。

https://www.hakonenavi.jp/earthvalley/

ちきゅうの谷（小田急箱根）

蕁0465-32-2205（平日9時～17時）

「ちきゅうの谷」1周年
自家源泉の良質な温泉が魅力。雄大な
富士山を望む絶景露天風呂と19室も
の貸し切り風呂で過ごす特別なひとと
き。サウナの本格的なロウリュウで汗
を流した後は、心ゆくまで「ととのい」
の時間を楽しめる。

静岡県御殿場市深沢2839-1
賚10時30分～22時（最終受付21時） 贊不定休

日帰り温泉施設 木の花の湯
蕁0550-81-0330（自動音声ダイヤル）

富士山を一望する大露天風呂

箱根湯本駅から徒歩7分の好アクセス
で日帰り入浴もできる。6本の良質な自
家源泉を加水・加温せず、掛け流しで給
湯。旅館内には約1万坪に及ぶ池泉回遊
式庭園「山月園」も。日帰り入浴の料金は
大人2,250円、2歳〜小学生1,650円。

神奈川県足柄下郡箱根町湯本597 賚13時～
22時（最終受付20時） 贊不定休 猾あり 
https://www.yoshiike.org/

吉池旅館
蕁0460-85-5711

源泉掛け流し100％の温泉
箱根吟遊では毎週木曜7時から、イン
スタグラムで「絶景朝ヨガ」を無料配信
中。鳥のさえずりを聴きながら自宅で
ヨガを楽しめる。景色も美しく、見て
いるだけで癒されそうだ。若女将の楽
しいトークと一緒にライブでヨガを。

神奈川県足柄下郡箱根町宮ノ下100-1
https://www.hakoneginyu.co.jp/

箱根吟遊
蕁0460-82-3355

絶景朝ヨガでリラックス
『東海道五十三次を往く』の上・下巻が
好評発売中。往時の面影を求め、箱根
や小田原も含む全宿場町を取材。迫力
ある写真に、歴史や文化、食やお土産
情報も織り交ぜ、各宿の魅力を紹介し
ている。

川崎市麻生区王禅寺西3-12-10 佐熊ビル3F

ミスモ編集部
蕁044-959-3750

東海道の“いま”がわかる本
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で
き
る
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で
し
ょ
う
？

懸賞
問題

パズル制作：ニコリ

冬
号（
第
76
回
）の
答
え

	 1	 �ツーンと鼻に抜ける箱根の名産品。春の季語
です

	 2	 �アヤメによく似た花。箱根湿生花園で5月頃
見られます

	 3	 竹の仲間ですが、丈は低い
	 4	 いわゆる「服」
	 5	 イーストと呼ばれる菌。パン作りに使います
	 6	 �初対面の仕事相手と交換するカードをしまう

もの
	 9	 隣のは柿をよく食う？
	 11	「それ以前」や「その前」の意味。○○シーズン
	 13	 �昨年、大涌谷駅そばにオープンした絶景舞台

「○○○○の谷」
	 15	 ずっと続くこと
	 17	 雑巾やモップを使ってキレイにすること
	 19	 スーパー○○○○○　フリー○○○○○
	 20	 ニンニクや青ジソ、パセリなどは○○○野菜
	 22	 ○○ビジネス　○○カー　○○マーク
	 24	 サラブレッドやポニーなどを飼う小屋
	 25	 本人が書いたもの。○○○原稿
	 27	 ○○○の望みをつないだ
	 30	 ダーツで狙います

1　

春
の
山
野
で
見
か
け
そ
う
な
、
明
る
い
黄
緑
色

5　

稲
が
実
ら
せ
ま
す

7　

一
足
○
○
に
、
お
邪
魔
し
て
い
ま
す

8　

カ
ッ
パ
の
川
流
れ
＝
○
○
も
木
か
ら
落
ち
る

9　

茶
色
い
う
ぶ
毛
の
生
え
た
皮
を
持
つ
果
実

10　

重
要
人
物
。
Ｖ
Ｉ
Ｐ
と
書
き
ま
す

12　

�

短
時
間
だ
け
干
し
ま
し
た
。干
物
が
名
産
の
小
田
原
で

も
買
え
ま
す

14　

ト
ー
シ
ュ
ー
ズ
を
履
い
て
舞
い
ま
す

16　

花
が
食
用
に
な
る
種
も
あ
り
ま
す

17　

く
さ
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も
の
に
○
○

18　

温
泉
の
こ
と
。
箱
根
に
は
た
く
さ
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あ
り
ま
す

19　

め
ず
ら
し
い
こ
と
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世
に
も
○
○
な
存
在

20　

コ
ー
ラ
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で
そ
ろ
え
ま
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21　

十
国
ド
ラ
イ
ブ
○
○
○
は
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海
と
箱
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を
結
ぶ
県
道

23　

�

小
田
原
北
条
氏
の
菩
提
寺
。お
花
見
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

も
人
気

26　

○
○
○
ス
ー
プ
は
、
水
や
湯
に
溶
い
て
使
い
ま
す

28　

５
種
類
の
基
本
の
味
の
一
つ
。
○
○
○
調
味
料

29　

手
間
○
○
か
け
て
作
っ
た
手
料
理

31　

ハ
ン
マ
ー
。
復
興
の
○
○
音

32　

よ
こ
し
ま
。
○
○
念
、
○
○
神

33　
自
販
機
で
買
え
る
飲
料
は
、こ
れ
に
入
っ
た
も
の
も
多
い

ア
カ
ガ
ネ
モ
ン（
銅
門
）

ハガキ・二次元コードのいずれかを利用して、「第77回
の答え」とP38の読者プレゼントのアンケートの回答と､
住所･氏名･年齢･職業･電話番号を明記して､下記までご
応募ください。締め切りは2026年6月12日貊消印有効。

宛先　〒215-0017 �川崎市麻生区王禅寺西3-12-10  
佐熊ビル3F

ミスモ箱根編集部「クロスワードパズル第77回」係
� 二次元コードからのご応募はこちら ➡
� https://mismo-hakone.jp/archives/7976

賞品
正解者の中から抽選で1名様に10,000円分の
JTBナイスギフト券（買いものからレジャーまで使え
ます）をお贈りします。解答は次号にて発表いたし
ます。
当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていた
だきます。

※�ミスモ箱根のクロスワードパズルにご応募いただいた
個人情報は賞品の発送および、個人を特定しない統計
的資料作成のみに使用いたします。

応募方法
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箱根MAP
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箱根周辺広域①
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箱根湯本②

強羅･宮ノ下･大平台③
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仙石原④
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箱根峠 芦ノ湖大観

芦
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湖
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ラ
イン

TOYO TIRESターンパイク
（箱根伊豆連絡線）

TOYO TIRESターンパイク
（箱根小田原本線）
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感想やご意見をお書きください。
❺ �本号に対するご感想やご意見をご自由にお書きください。

【 宛先 】
● ハガキ　〒215-0017 
神奈川県川崎市麻生区王禅寺西3-12-10 佐熊ビル3F　
ミスモ箱根編集部「ミスモ箱根春号プレゼント」係
※郵便料金が変わりましたので、ご注意ください。
● 二次元コードからのご応募はこちら ➡ 

https://mismo-hakone.jp/archives/7976

【 締切 】
2026年6月12日㈮ （消印有効）
当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

※�ミスモ箱根の読者プレゼントにご応募いただいた個人情報は賞品の発送および個人を特定しない統計的資料作成に利用するほか、賞品を協賛企業等から
直送する場合、必要な情報を協賛企業等に開示することになりますのでご了承ください。
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湖畔のリゾート空間で
旅の思い出になるランチを
芦ノ湖を望む創作フレンチレストラン。「フランス料
理はソースが命」と、基本を守りつつ、繊細で奥深い
味わいに仕上げたソースが自慢。絶妙なマリアージュ
で素材の良さを最大限に引き出している。

箱根ホテル レストラン イル ミラジィオ 
蘂0460-83-6311
https://www.hakonehotel.jp/meal/ilmiraggio

シェフおススメコース
ランチ食事券

4名
様

2組

※写真はイメージ

小田原でお得に食べて
遊べるチケット
小田原の地魚料理など地元グルメがお得に満喫でき
る｢たべチケ｣1枚、観光や体験、カフェやお土産に
使える｢ぶらチケ｣2枚がセットになった2日間有効の
お得で便利なチケット。詳細は「おだチケ」で検索を。

小田急電鉄 
https://www.odakyu-travel.co.jp/hakone/enjoy_
odawara_ticket.html

Enjoy! おだわらチケット
（3,600円相当）

20名
様

10組

心と体を癒す
芦ノ湖の絶景日帰り温泉
雄大な富士山と芦ノ湖を望む日帰り温泉。自然と一
体になるかのようなダイナミックなロケーションが
特徴。有料の貸し切り個室や食事処も併設する。夜
は美しい星空が広がり、昼間とは異なる趣に。

絶景日帰り温泉  龍宮殿本館 
蘂0460-83-1126
https://www.princehotels.co.jp/ryuguden/honkan/

入浴券
10名

様

5組
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